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製品安全性の向上
<社会と共に>

お客さまに安全性の高い商品を提供することは、メーカーとして最優先の責務です。コマツは、コマツウェイに掲げる「品質と信頼性の追求」のも

と、品質向上を通じて、お客さまが安心して使用できる製品の提供に取り組んでいます。さらに、顧客プロセス全体を最適化するソリューション（コ

ト）と、それと親和性の高い高度化した製品（モノ）の両軸で、お客さまの現場における安全性向上に貢献する価値創造を目指しています。

　コマツでは、商品企画から開発、生産、販売、サービスに至る全部門が

一体となり、安全で創造的な商品づくりを行っています。商品の企画から

量産段階に至る開発・生産の各ステップでは、さまざまな検討会や評価会

を実施し、要求される品質基準への適合性の評価と目標達成までのつく

り込みを行い、コマツブランドの品質水準を確保する品質保証活動を行っ

ています。さらに、国際規格や各国の法規制を遵守し、地球環境に配慮し

た商品やサービスの提供に努めています。

　コマツは、事業戦略を通じて目指すありたい姿を「安全で生産性の高い

クリーンな現場を実現するソリューションパートナー」と定義しています。

なかでもコマツの商品が稼働するお客さまの現場の安全性向上は重要な

社会課題であることから、当社では安全な商品や安全性向上のソリュー

ションなど、「安全装置の企画・開発・導入」を社会課題解決KPIの一つと
位置付け、積極的な開発に取り組み続けています。

（1）転倒予防システムをアーティキュレートダンプトラックに搭載 
　アーティキュレートダンプトラックは、主に不整地や悪路の多い建設現

場にて土砂運搬に使用される車両です。不整地での走行や排土作業時に

は車体の重心が変化するため、転倒リスクの低減が重要な課題となりま

す。2026年に発売した「HM460-6」は、このリスクの低減に貢献する転
倒予防システムを搭載しています。本システムは、車速や車体の状態を常

時監視しており、旋回時や排土作業時に一定の条件を検知した場合、警

報によるオペレーターへの注意喚起に加え、走行速度や排土作業を自動

的に抑制することで、作業時の安全性向上に貢献します。

（2）KomVision（機械周囲カメラシステム） 
　工事の進捗に伴い状況が日々変化する建設現場においては、多くの職

種の作業員や建設機械が混在しての作業が多く、人と建設機械が接触す

るリスクが常に存在しています。KomVision（機械周囲カメラシステム）
は、建設機械の前後左右に設置した4台のカメラを用いて車両の周囲を
含めた俯瞰画像を運転席の大型モニタに映し出すことができます。この

システムを2025年発売のホイールローダー「WA470-11/WA480-11」
と2026年発売のアーティキュレートダンプトラック「HM460-6」の2車
種にも搭載しました。両機種は運転席の死角を低減するキャビン設計を

行ってきましたが、発進時の前方視界、旋回時の左右視界、後進時の後方

視界を本機能で補助することで、死角を更に減らすことができ、人や物と

の接触回避や地形の把握による安全な操作に貢献します。　コマツは、「安全」「安心」を品質保証活動の最優先課題とし、取り組ん

でいます。市場での製品安全上の問題をいち早く察知し、適切に対応す

る体制を整備するとともに、全社製品安全委員会を中心に、①事故原因

の解析と処置、②関係省庁への連絡、③市場にある製品の改修などの一

連の改善対策および決定が、各種規程に基づき、経営トップを含めて適

切に行える体制を構築し、常に改善を続けています。

品質保証に関する詳細はこちらをご覧ください。

■ 品質保証の仕組み ■ 商品やソリューションによる安全性向上 

■ 製品安全に関する情報連携体制 

品質と信頼性 ～責任ある顧客対応～ （ESG データブック P.92）Web

悪路を走破するアーティキュレートダンプトラック「HM460-6」 ホイールローダー「WA470-11」の俯瞰画像と搭載カメラ 
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